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2 ｡ 榊 丁†肖 8 日(土)
1 0 時 - 1 2 時 (? 時 3 0 分間 邪

会場 仙台弁護士会館 4 F ホ ー

ル

仙台市青菓区 -一番町 2 サ 1 8 晩翠通 り沿い

参加費 5 0 0 円

★当l.
~l 午後 1 時 半か ら同会場 で

､

｢ みや ぎア

ク シ ョ ン 秋の つ どい 原発の な い 未来を子 ど

も達 へ ! ｣ (講演 井戸謙一一さん ､ 報告 吉滞

｣ L 巳さん ･ 阿郡美紀子 さん) も行わ れ ます の

で
､
こ ちらも是非 ご参ノ州くださ い ｡

■ 主催 ｢ 女川 原一発 の 再稼働 を許 さ な い !
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■お 問合せ
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故郷 喪失
''

に 苦悩

し
､ 仏座す る村人 たち
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の 1 年間 の 記録

村で子どもたち亡妻心して暮らせますか?

原発か ら 3 0 キ ロ 以 卜も

離れ て い なが ら ､ 風向きと

降雪 ･ 降雨の ため に人量の

放射能 に汚染され ､
｢ 全村

避鮮｣ を余儀なくされ た福

島県 ･ 飯館村 ｡ 酪農 の 生業

を失 い
､ 家族離散に追 い 込

まれた 二 つ の 家族 の ｢ そ の

後｣ の /巨括と
､ 故郷や家族

へ の 思 い を描きながら ､ 原

発事故が もた らした
`

1 故郷

喪失
' '

の深刻 な傷痕 をあぶ

り 出す｡ 避難 まで の 2 ､ 3

カ 月 間に及 ぶ 放射能被 曝

の 不 安
､
と りわ け幼 い 子 ど

もた ち へ の 影 響に 若 い 観

た ちは怯 え 苦しみ続 けて

い る｡ 一力 ､ 政府は村民 の

帰付と村 の 復興をめ ざし ､

2 0 1 1 年末か ら ｢ 除染｣ 効

果 の 実験事業を開始 した｡

しか しそ の 効果は ｢ j
′

ぜ も

た ちが安心 して 暮らせ る｣

レ ベ ル には ほ ど遠 い ｡ 村人

の 中か ら ､ 数 千億円にも及

ぷ 典大 な費用 の か け る除

染で ､ ほん と うに帰村 でき

る の かと い う疑問や 不安 ､

イこ信 の 声が 噴出する
｡

｢ 帰

りた い ｡ しか し帰れ な い の

で は ? では どうする ? ｣

- - 2 年 に 及ぶ 避難 生活

の 中で ､ 飯舘村 の 付人た ち

の 薦藤と 苦悩は続く ｡


